
　

大
阪
府
山
岳
連
盟
で
は
、
安
全

登
山
に
通
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
ご
用
意
し
、
皆
さ
ん
の

楽
し
い
登
山
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。
講
師
は
何
れ
も
、（
公

財
）
日
本
体
育
協
会
公
認
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員
（
山
岳
）
や
、
大
阪
府

山
岳
連
盟
公
認
登
山
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
な
ど
山
岳
専
門
家
が
務
め

ま
す
の
で
安
心
で
す
。
ま
ず
は
気

軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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山
行
の
目
的
が
、

ピ
ー
ク
ハ
ン
ト
だ
と

言
う
。
そ
ん
な
計
画

や
記
録
類
を
見
る
よ

う
に
な
っ
て
久
し
い
。

違
和
感
を
覚
え
る
の

は
、
私
だ
け
だ
ろ
う

か
。

　

ひ
と
こ
ろ
、
ピ
ー
ク
ハ
ン
タ
ー

と
い
う
語
が
雑
誌
な
ど
で
使
わ
れ

て
い
た
。よ
く
計
画
を
練
ら
ず
に
、

あ
た
か
も
弾
丸
ツ
ア
ー
の
個
人
版

の
よ
う
に
、
無
茶
な
入
山
を
繰
り

返
す
人
を
形
容
し
た
も
の
だ
。
そ

こ
に
は
、
危
険
性
へ
の
配
慮
が
不

足
し
た
博
打
の
よ
う
な
登
山
を
戒

め
る
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
よ

う
に
思
う
。

　

そ
れ
が
今
、
登
山
者
の
間
に
変

な
具
合
に
定
着
し
、「
今
度
の
山

行
は
ピ
ー
ク
ハ
ン
ト
し
よ
う
」
と

い
う
具
合
に
な
っ
て
い
る
。
言
葉

の
意
味
が
変
わ
る
こ
と
は
悪
く
な

い
。
し
か
し
、
か
つ
て
警
鐘
が
鳴

ら
さ
れ
た
事
態
を
受
け
止
め
、
計

画
を
自
省
す
る
姿
勢
が
伴
っ
て
い

る
だ
ろ
う
か
。

　

登
頂
す
る
と
い
う
行
為
を
ピ
ー

ク
ハ
ン
ト
と
呼
び
替
え
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
不
幸
な
こ
と
だ
。

　
　

指
導
委
員
長　

北
山　

峰
生

　

こ
れ
か
ら
山
を
楽
し
も
う
と
い

う
方
を
対
象
に
、
基
本
的
な
山
の

知
識
と
技
術
を
、
座
学
と
実
技
講

習
を
５
回
に
分
け
て
学
び
「
山
の

ギ
モ
ン
」
を
解
消
し
ま
す
。
ま
ず

説
明
会
と
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

る
知
識
講
習
会
を
無
料
で
行
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ

い
。

４
月
19
日
（
日
）

午
前
の
部　

11
時
～
12
時

午
後
の
部　

13
時
～
14
時
30
分

◎
場
所　

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪

「
好
日
山
荘
併
設
マ
ウ
ン
ト
ラ
ボ
」

◎
対
象　

自
分
で
山
を
楽
し
み
た

い
人
な
ら
誰
で
も

◎
内
容　

午
前
の
部　

「
山
を
知

ろ
う
」
ほ
か
、
午
後
の
部　

マ
ッ

プ
を
使
い
こ
な
す
、山
の
お
悩
み
・

疑
問
相
談
会
な
ど

◎
参
加
費
無
料（
第
１
回
目
の
み
）

　
も
し
も
山
で
ケ
ガ
を
し
た
ら
、

ま
た
夏
場
に
熱
中
症
に
か
か
っ
た

り
、
雨
に
降
ら
れ
て
震
え
が
と
ま

ら
な
い
…
、
山
で
こ
ん
な
病
気
や

事
故
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
時
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
、
自
分
た
ち

の
持
っ
て
い
る
装
備
で
何
が
で
き

る
か
を
、
救
命
救
急
の
専
門
家
が

わ
か
り
易
く
解
説
し
ま
す
。

６
月
13
日
（
土
）
一
日
目

　
　

14
日
（
日
）
二
日
目

◎
場
所 

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

◎
内
容 

山
で
の
フ
ァ
ー
ス
ト
エ

イ
ド

◎
講
師 

悳
秀
彦

(

い
さ
お
ひ
で
ひ
こ) 

氏        

　

日
山
協
遭
難
対
策
常
任
委
員

◎
参
加
費 

６
０
０
０
円

※
い
ず
れ
も
詳
し
い
内
容
や
お
申

し
込
み
方
法
な
ど
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
。

安
全
登
山
の
為
に 

　
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
ま
せ
ん
か

最
近
山
を
手
軽
に
楽
し
む
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
登
っ
た
時
の
す
が
す

が
し
い
達
成
感
、
可
憐
な
高
山
植
物
、
イ
オ
ン
た
っ
ぷ
り
の
緑
。

し
か
し
そ
ん
な
楽
し
い
山
は
、
い
つ
も
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
な
の
で
す
。

安
全
で
楽
し
い
山
登
り
を
楽
し
む
た
め
に
、
基
本
的
な
知
識
と
技
術
を

身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
第
２
回
目
～
第
５
回
目
は
受
講
料

１
万
円
。
詳
し
い
こ
と
は
第
１
回

目
説
明
会
で
行
う
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

◀
次
ペ
ー
ジ

安
全
登
山
実
践
講
座

読
図
講
習
会

救
急
法
講
習
会

◎
内
容　

地
図
の
見
方
、
コ
ン
パ

ス
の
使
い
方
か
ら
、
山
で
の
実
践

的
な
こ
と
ま
で
一
通
り
の
こ
と
を

行
い
ま
す
。

◎
参
加
費　

３
０
０
０
円

　

地
図
が
身
近
な
ツ
ー
ル
に
な

れ
ば
…
、
コ
ン
パ
ス
を
使
い
こ

な
し
た
い
…
。
そ
の
よ
う
な
登

山
者
の
願
い
に
少
し
で
も
近
づ

け
る
よ
う
に
と
読
図
講
習
会
を

座
学
と
実
技
を
２
日
に
分
け
て

行
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
苦
手
な
地
図
を
味

方
に
つ
け
楽
し
み
方
を
増
や
し

ま
し
ょ
う
。

５
月
16
日
（
土
）〈
座
学
〉

場
所 

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　

17
日
（
日
）〈
実
技
〉

実
技
場
所
は
16
日
発
表

山
ス
ク
ー
ル
開
校
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１
９
６
０
年
12
月
、
シ
ャ
ー
プ

山
岳
部
の
前
身
で
あ
る
早
川
電
機

山
岳
同
好
会
が
発
足
し
、
そ
の
翌

年
12
月
に
会
社
・
労
働
組
合
の
両

方
か
ら
一
年
間
の
活
動
実
績
を
認

シ
ャ
ー
プ
山
岳
部

主
力
メ
ン
バ
ー
は
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル

ン
、
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
、
レ
ー
ニ

ア
山
等
、
海
外
の
山
々
に
足
跡
を

残
し
て
い
ま
す
。

　

一
時
、
部
員
数
が
50
名
を
割
り

込
む
よ
う
な
衰
退
ぶ
り
で
し
た

が
、
中
高
年
登
山
ブ
ー
ム
が
始

ま
っ
た
１
９
９
０
年
代
後
半
以

降
、
現
行
主
力
メ
ン
バ
ー
の
入
部

を
契
機
に
、
再
び
発
展
期
を
迎
え

ま
し
た
。
現
在
で
は
、
原
則
と

し
て
シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社
の
社
員

を
対
象
に
、
部
員
数
は
お
よ
そ

１
０
０
名
（
２
０
１
４
年
12
月
現

在
）。
職
域
山
岳
部
と
し
て
は
国

内
屈
指
の
規
模
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
の
先
鋭
的
な
活
動
に

代
わ
り
、
業
務
と
の
両
立
を
図
り

つ
つ
心
身
の
健
康
を
保
つ
ラ
イ
ト

な
山
行
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
、
沢
登
り
、
山
ス
キ
ー
な
ど
、

オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
他
、
大
阪
府
山
岳
連
盟
認

定
の
登
山
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を

３
名
輩
出
、
さ
ら
に
定
年
退
職

後
の
Ｏ
Ｂ
も
含
め
雑
誌
や
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
へ
の
執
筆
活
動
を
行
う
メ

ン
バ
ー
も
お
り
、
幅
広
く
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　
　
　

        

Ｓ
Ａ
Ｃ
広
報　

　

こ
の
春
よ
り
「
基
礎
を
し
っ
か

り
学
び
た
い
」「
北
ア
ル
プ
ス
を

安
全
に
登
り
た
い
」「
本
格
的
な

ア
ル
パ
イ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
」
な
ど
幅
広
い
ご
要
望
に
お
応

え
す
る
た
め
「
山
ス
ク
ー
ル
」
を

開
講
し
ま
す
。

　

講
師
は
、ス
ポ
ー
ツ
指
導
員（
山

岳
）
の
資
格
を
持
っ
た
専
門
家
が

務
め
ま
す
。

「
山
ス
ク
ー
ル
概
要
」

◎
校
長　

有
永
寛 

公
認
上
級
ス

ポ
ー
ツ
指
導
員
（
山
岳
）・
元
主

任
検
定
員　

◎
講
師　

公
認
ス

ポ
ー
ツ
指
導
員
（
山
岳
）

◎
内
容　

◇
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　
ク
ラ
ス 

・
目
的
の
目
安　

基
礎
を
し
っ
か

り
学
び
た
い

・
目
標
の
目
安　

「
白
馬
」
で
夏

の
雪
渓
を
体
験
す
る
、「
塩
見
岳
」

で
山
の
大
き
さ
を
体
感
す
る

・
参
加
の
目
安　

登
山
の
事
を
基

礎
か
ら
学
び
た
い
方

◇
ア
ル
パ
イ
ン 

Ⅰ　
ク
ラ
ス

・
目
的
の
目
安　

北
ア
ル
プ
ス
を

安
全
に
登
り
た
い

・
目
標
の
目
安　

「
涸
沢
か
ら
奥

穂
高
」
な
ど
岩
稜
の
山
を
踏
破
す

る
。

・
参
加
の
目
安　

縦
走
だ
け
で
な

く
岩
稜
の
山
登
り
を
基
礎
か
ら
学

び
た
い
方
。

◇
ア
ル
パ
イ
ン 

Ⅱ　
ク
ラ
ス

・
目
的
の
目
安　

本
格
的
な
ア
ル

パ
イ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

・
目
標
の
目
安　

「
前
穂
北
尾
根
」

な
ど
岩
稜
登
攀
。

・
参
加
の
目
安　

ア
ル
パ
イ
ン
Ⅰ

の
受
講
を
修
了
し
た
方
。

　

そ
れ
ぞ
れ
座
学
と
実
技
を
実
施

し
、
登
山
の
基
礎
を
幅
広
く
学
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
期
間　

春
～
夏
期
、
秋
～
冬
期

の
２
期
制
。

◎
受
講
料　

ク
ラ
ス
及
び
期
間
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
開
校
に
先
立
ち「
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
ど
う
か
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
説
明
会
」

◎
４
月
15
日
（
水
）
19
時
～
19
時

30
分

「
入
校
式
」
20
時
～　

（
※
引
き
続

き 

入
校
者
の
方
の
み
）

め
ら
れ
、
早
川
電
機
株
式
会
社
山

岳
部
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
そ

の
後
１
９
７
５
年
に
会
社
が
社
名

を
シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社
に
改
め
る

の
に
呼
応
し
、
現
名
称
「
シ
ャ
ー

プ
山
岳
部
」
に
な
り
ま
し
た
。

　

発
足
当
初
は
、
世
の
中
の
流

れ
同
様
、
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
色
の

濃
い
活
動
を
行
い
、
１
９
６
１

年
大
峰
山
系
孫
普
賢
岩
初
登
攀
、

１
９
６
８
年
北
ア
硫
黄
尾
根
厳
冬

期
単
独
初
登
攀
な
ど
の
記
録
が
あ

り
ま
す
。
１
９
６
５
年
に
は
、
大

阪
府
岳
連
の
創
設
以
来
、
初
め
て

職
域
山
岳
会
か
ら
岐
阜
国
体
山
岳

部
門
へ
大
阪
代
表
と
し
て
出
場
し

て
い
ま
す
。

　

１
９
７
７
、
７
９
年
に
劔
岳
で

遭
難
事
故
が
相
次
ぎ
、
ま
た
、
主

力
メ
ン
バ
ー
の
海
外
勤
務
や
要
職

へ
の
昇
進
等
も
重
な
り
、
部
活
動

は
１
９
８
０
年
代
中
盤
か
ら
長
期

の
低
迷
時
代
に
入
り
ま
し
た
が
、

◎
場
所　

大
阪
セ
ル
ロ
イ
ド
会
館

　

３
階
会
議
室

◎
対
象　

山
ス
ク
ー
ル
に
感
心
の

あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

◎
参
加
費　

説
明
会
の
み
無
料

※
事
前
の
お
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

◎
お
申
込
み
お
問
合
せ　

大
阪
府
山
岳
連
盟　

事
務
局
「
山

ス
ク
ー
ル
」
係

 
大
阪
府
山
岳
連
盟
主
催

山
ス
ク
ー
ル
開
校



　

寒
か
っ
た
冬
が
終
わ
っ
た
３
月
。

山
で
は
セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ
、
フ
ク
ジ

ュ
ソ
ウ
が
咲
き
春
の
到
来
を
告
げ

ま
す
。
も
う
少
し
暖
か
く
な
れ
ば

ウ
メ
や
モ
モ
も
咲
き
始
め
ま
す
。

そ
ん
な
色
鮮
や
か
で
春
爛
漫
な
山

へ
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

　

滋
賀
県
・
伊
吹
山
。
雪
解
け
を

待
つ
よ
う
に
咲
く
の
が
セ
ツ
ブ
ン

ソ
ウ
で
旧
暦
の
節
分
の
こ
ろ
に
咲

く
の
で
こ
の
名
が
つ
い
た
と
か
。

一
合
目
の
ス
キ
ー
場
跡
を
進
み
三

合
目
へ
。
白
く
小
さ
な
も
の
が
視

界
に
入
る
。
こ
れ
が
セ
ツ
ブ
ン
ソ

ウ
。
ひ
と
つ
見
つ
か
れ
ば
ど
ん
ど

ん
見
つ
か
る
、
こ
れ
が
小
さ
な
お

花
見
の
醍
醐
味
。

　

三
重
県
・
藤
原
岳
。
山
岳
大
阪

の
秋
号
で
紹
介
し
た
山
で
す
。
セ

ツ
ブ
ン
ソ
ウ
と
と
も
に
雪
解
け
真

っ
先
に
咲
く
の
が
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
。

八
合
目
あ
た
り
か
ら
カ
ル
ス
ト
地

形
の
石
灰
岩
が
点
在
す
る
山
付
近

に
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
は
群
生
す
る
。

「
ど
の
子
が
か
わ
い
い
か
な
？
」

迷
う
ほ
ど
に
咲
い
て
い
る
フ
ク
ジ

ュ
ソ
ウ
に
思
う
存
分
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
ね
。
た
だ
し
踏
み
つ
け
な

い
で
ね
。

　

日
本
列
島
が
春
色
で
染
ま
る
４

月
。
関
西
で
は
サ
ク
ラ
や
ミ
ツ
バ

ツ
ツ
ジ
、
足
も
と
に
は
ス
ミ
レ

が
次
々
に
開
き
春
で
あ
ふ
れ
ま
す
。

日
本
中
が
春
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
春
を
感
じ
に
野
山
へ
出
か

け
ま
し
ょ
う
。

　

奈
良
県
・
住
塚
山
。
屏
風
岩
公

苑
に
あ
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
圧
巻
。

小
長
尾
橋
バ
ス
停
か
ら
屏
風
岩
方

面
に
向
か
っ
て
集
落
の
中
を
進

む
と
や
が
て
屏
風
岩
公
苑
。
室
生

火
山
群
に
あ
る
住
塚
山
に
は
２
キ

ロ
も
の
長
さ
に
わ
た
る
屏
風
岩
の

岩
壁
が
あ
り
、
そ
の
麓
を
多
く
の

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
美
し
く
彩
っ
て
い

る
。
夜
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
さ

れ
ア
メ
リ
カ
の
ヨ
セ
ミ
テ
を
思
わ

せ
る
風
景
に
感
動
。
４
月
下
旬
が

見
ご
ろ
。

　

京
都
と
大
阪
の
境
・
深
山
。
笹

原
が
ゆ
る
や
か
に
続
く
山
は
深

山
。
そ
の
登
山
口
で
あ
る
る
り
渓

一
帯
は
る
り
渓
高
原
と
呼
ば
れ
ミ

山
は
春
色
ら
ん
ま
ん
！

| 
春
の
山
を
楽
し
む 

|

ツ
バ
ツ
ツ
ジ
が
咲
く
。
見
ご
ろ
は
４

月
下
旬
。

　

そ
し
て
足
も
と
に
咲
く
ス
ミ
レ

ち
ゃ
ん
の
紹
介
で
す
。
滋
賀
と
福

井
の
県
境
・
三
国
山
。
手
近
な
花

の
山
。
カ
タ
ク
リ
や
イ
ワ
ウ
チ
ワ

も
あ
る
が
ス
ミ
レ
の
種
類
が
多
い

の
で
有
名
。
代
表
的
な
の
が
オ
オ

バ
キ
ス
ミ
レ
（
黄
）
と
シ
ハ
イ
ス

ミ
レ
（
赤
紫
）。
４
月
中
旬
か
ら

５
月
上
旬
が
見
ご
ろ
。

　

高
山
も
低
山
も
花
を
楽
し
め
る

５
月
。
３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
付
近

で
は
残
雪
を
楽
し
む
に
は
い
い
時

期
。
し
か
し
こ
こ
は
敢
え
て
お
花

を
楽
し
ん
で
み
る
の
も
よ
し
。
ツ

ツ
ジ
や
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
も
こ
の
時
期
。

　

大
阪
・
金
剛
山
。
妙
見
谷
コ
ー

ス
を
行
く
。
沢
沿
い
の
道
に
は
ニ

リ
ン
ソ
ウ
や
ユ
キ
ザ
サ
の
白
い
花

が
点
在
す
る
。や
が
て
沢
を
離
れ
、

サ
サ
の
急
斜
面
を
登
れ
ば
山
頂
へ

出
る
。
転
法
輪
寺
の
境
内
に
は
ニ

リ
ン
ソ
ウ
や
ク
リ
ン
ソ
ウ
が
咲
い

て
い
る
。
見
ご
ろ
は
５
月
中
旬
か

ら
下
旬
。

　

滋
賀
県
・
霊
仙
山
。
霊
仙
山
の

南
西
尾
根
に
は
花
が
多
い
。
今
畑

か
ら
笹
峠
で
は
黄
色
い
サ
ワ
ギ
ク

が
見
ら
れ
る
。
琵
琶
湖
の
眺
め
の

い
い
近
江
展
望
台
に
出
る
と
石
灰

岩
地
帯
の
地
形
に
な
り
、
岩
の
間

か
ら
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
が
咲
い
て

い
る
。
見
ご
ろ
は
５
月
下
旬
か
ら

６
月
上
旬
。

　

夏
山
直
前
の
６
月
。
や
や
標
高

の
高
い
山
で
は
ま
だ
春
山
。
ま
だ

ま
だ
花
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

奈
良
県
・
大
台
が
原
。
シ
ロ
ヤ

シ
オ
の
群
落
に
そ
の
一
週
間
前
に

は
ア
カ
ヤ
シ
オ
。
６
月
第
１
週
は

運
が
良
け
れ
ば
両
方
が
見
ら
れ
る

東
大
台
一
周
コ
ー
ス
。
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
か
ら
日
出
ヶ
岳
を
目
指

す
。
正
木
ヶ
原
か
ら
大
蛇
嵓
ま
で

の
間
に
シ
ロ
ヤ
シ
オ
の
群
落
を
鹿

と
一
緒
に
楽
し
も
う
。
大
蛇
嵓
周

辺
に
は
ア
カ
ヤ
シ
オ
が
見
ら
れ
る
。

５
月
に
は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
綺
麗
。

シ
ロ
ヤ
シ
オ
の
見
ご
ろ
は
６
月
上
旬

か
ら
中
旬
。

　

奈
良
県
・
釈
迦
ヶ
岳
。
も
う
１
つ

お
ま
け
で
シ
ロ
ヤ
シ
オ
で
す
。
釈
迦

ヶ
岳
は
大
峰
奥
駈
道
の
ほ
ぼ
中
心
に

あ
る
山
。
６
月
第
１
週
に
は
稜
線
上

は
シ
ロ
ヤ
シ
オ
で
白
く
染
ま
る
。
今

回
は
前
鬼
か
ら
の
コ
ー
ス
。
世
界
遺

産
の
古
道
を
登
り
、
稜
線
へ
出
る
と

お
堂
が
あ
る
深
仙
ノ
宿
を
経
て
山
頂

ま
で
シ
ロ
ヤ
シ
オ
の
ト
ン
ネ
ル
が
続

く
。見
ご
ろ
は
６
月
上
旬
か
ら
中
旬
。

　 

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
春
色
は
見
つ

か
り
ま
し
た
か
？
こ
の
春
「
ひ
み
つ

の
花
園
」
へ
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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技
術
委
員
会

パ
ー
ソ
ナ
ル
委
員
会

比
良
権
現
山
～
蓬
莱
山

　
　
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
ク

２
月
８
日(

日)

参
加
者
８
名

平
バ
ス
停
～
ド
ン
谷(

登
山
口)

～
ア
ラ
キ
峠
～
権
現
山
～
ホ
ッ
ケ

山
～
小
女
郎
峠
～
小
女
郎
ヶ
池

（
昼
食
休
憩
）
～
蓬
莱
山
～
打
見

山
　

ド
ン
谷(

登
山
口)

10
時
に

出
発
。
ア
ラ
キ
峠
ま
で
標
高
差

３
０
６
ｍ
な
だ
ら
か
に
登
り
ま

す
。
雪
質
は
非
常
に
踏
み
固
め
ら

れ
歩
き
や
す
い
。
ア
ラ
キ
峠
到
着

後
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
及
び
ワ
カ
ン
を

装
着
。
権
現
山
ま
で
急
登
の
尾
根

道
。
雪
は
非
常
に
多
い
で
す
が
ワ

カ
ン
の
お
か
げ
て
ス
ム
ー
ズ
に
歩

１
月
25
日(

日)

参
加
者
14
名

　

先
行
ト
レ
ー
ス
が
あ
る
と
思
い

き
や
、
釈
迦
谷
リ
フ
ト
道
か
ら
釈

迦
岳
直
登
ル
ー
ト
は
私
た
ち
が
当

日
の
先
発
列
車
。
昨
日
ま
で
の
薄

い
ト
レ
ー
ス
頼
り
に
ア
イ
ゼ
ン
で

踏
み
跡
を
付
け
て
い
き
ま
す
。
そ

の
後
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
よ
う
に

雪
面
が
固
め
ら
れ
、
後
続
パ
ー
テ

ィ
の
方
々
に
大
変
喜
ば
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

釈
迦
岳
手
前
の
雪
原
地
帯
は
、

各
自
が
自
由
に
ラ
ッ
セ
ル
し
な
が

　
比
良
／
釈
迦
岳

比
良
／
権
現
山
～
蓬
莱
山

氷
ノ
山

ら
何
本
も
の
足
跡
や
ス
ジ
を
斜
面

に
描
き
つ
つ
登
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
か
け
て
山
頂

へ
。
ほ
ぼ
予
定
時
刻
に
到
着
し
た

釈
迦
岳
山
頂
は
積
雪
約
１
ｍ
強
ほ

ど
。
そ
の
後
快
調
に
ダ
ケ
道
を
下

り
、
大
山
口
手
前
で
ア
イ
ゼ
ン
を

外
し
、
ほ
ぼ
定
刻
の
13
時
40
分
に

イ
ン
谷
に
到
着
。
雪
道
登
山
を
満

喫
し
ま
し
た
。　
　

（
佐
伯
典
昭
）

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
は
ホ

ッ
ケ
山
を
目
指
し
稜
線
を
歩
き
ま

す
。
新
雪
を
ワ
カ
ン
で
突
進
、
マ

シ
ュ
マ
ロ
の
上
を
歩
い
て
い
る
よ

う
な
感
覚
で
し
た
。

　

小
女
郎
池
到
着
後
岸
本
リ
ー
ダ

ー
に
よ
る
ツ
エ
ル
ト
設
置
の
仕
方

及
び
ツ
エ
ル
ト
の
重
要
性
を
教
え

て
頂
き
ま
し
た
。
昼
食
休
憩
後
、

最
終
目
的
地
の
蓬
莱
山
へ
向
け
て

出
発
。
個
々
そ
れ
ぞ
れ
隊
列
を
少

し
外
れ
新
雪
を
ワ
カ
ン
及
び
ス
ノ

ー
シ
ュ
ー
で
気
持
ち
の
良
い
歩
き

を
楽
し
み
、
蓬
莱
山
に
到
着
。
打

見
山
に
15
時
に
到
着
し
、
ゴ
ン
ド

ラ
リ
フ
ト
で
全
員
無
事
下
山
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　

（
参
加
者
）

２
月
21
日
（
土
）

参
加
者
は
12
名
。
氷
ノ
山
自
然
ふ

れ
あ
い
館
響
き
の
森
駐
車
場
に
つ

い
た
時
は
天
気
も
穏
や
か
で
、
テ

ン
ト
場
ま
で
30
分
く
ら
い
で
到

着
。
夜
か
ら
予
報
通
り
今
年
初
め

て
の
春
一
番
の
風
が
吹
き
始
め
た
。

22
日
（
日
）
は
風
も
収
ま
り
気
味

で
し
た
が
昼
か
ら
雨
が
降
る
予
想

だ
っ
た
の
で
春
米
尾
根
で
は
な
く

距
離
の
短
い
雪
山
ル
ー
ト
を
取
り

ま
し
た
が
、
尾
根
に
出
た
と
こ
ろ

で
、
風
が
つ
よ
く
好
天
の
兆
し
も

な
か
っ
た
の
で
引
き
返
し
と
な
り

ま
し
た
。　

　

予
定
よ
り
早
く
帰
っ
て
き
た
の

で
キ
ャ
ン
プ
場
で
ワ
カ
ン
歩
行
訓

練
を
１
時
間
程
度
し
て
下
山
し
ま

し
た
。
キ
ャ
ン
プ
場
は
雪
が
２
ｍ

く
ら
い
積
も
っ
て
お
り
、
深
雪
を

味
わ
い
ま
し
た
。　
（
山
西　

温
）

３
月
29
日
（
日
）
Ａ
Ｍ
９
時
〜

神
戸
登
山
研
修
所

参
加
者
12
名

「
確
保
に
つ
い
て
」を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
、
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
で
使
用
し
て
い
る
確
保
用
具
・

方
法
等
を
検
証
し
た
。

∇
オ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
・
ム
ン

タ
ー
の
紹
介
と
解
除
、

∇
ラ
ッ
ペ
リ
ン
グ
ア
ク
シ
デ
ン
ト

か
ら
の
脱
出
、
等
を
研
修
し
た
。

第
５
回
登
山
技
術
研
修
会

＜ No.204 ＞
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ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

第
176
回
大
阪
岳
連
ハ
イ
キ
ン
グ

第
177
回
大
阪
岳
連
ハ
イ
キ
ン
グ

大
阪
50
山
　
札
立
山

12
月
７
日
（
日
）

参
加
者
10
名
、
ス
タ
ッ
フ
３
名

六
十
谷
駅
か
ら
登
山
口
ま
で
意
外

と
難
し
い
里
山
の
ル
ー
ト
、
道
路

地
図
を
利
用
し
て
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
方
式
に
て
辿
っ
た
。
ひ
た

す
ら
中
道
を
登
っ
て
見
返
り
山
か

ら
札
立
山
山
頂
へ
、
更
に
見
返
り

山
か
ら
観
音
山
を
経
て
出
世
不
動

尊
横
に
下
山
、
年
末
恒
例
の
忘
年

登
山
と
な
っ
た
。

大
阪
50
山
　
神
於
山

　
樹
氷
の 

高
見
山

１
月
18
日(

日)

参
加
者
13
名
、
ス
タ
ッ
フ
４
名

２
０
０
７
年
か
ら
始
ま
っ
た
大
阪

50
山
、
遂
に
完
登
し
ま
し
た
！

土
砂
降
り
の
雨
の
五
月
山
、
道
な

き
道
の
岩
雄
山
、
ゴ
ル
フ
場
の
中

に
三
角
点
の
あ
る
石
堂
ヶ
岡
等
、

皆
さ
ん
と
思
い
出
話
に
ふ
け
り
な

が
ら
最
後
の
神
於
山
へ
。
30
分
で

あ
っ
け
な
く
着
い
て
し
ま
っ
た
け

れ
ど
、
ポ
カ
ポ
カ
と
し
た
暖
か
い

一
日
で
し
た
。執
筆
者
の
お
一
人
、

佐
藤
政
明
さ
ん
に
来
て
頂
い
て
50

山
選
定
に
ま
つ
わ
る
あ
れ
こ
れ
を

聞
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
全
座

登
頂
し
た
井
吹
光
代
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。(

田
中
昭
男)

第
178
回
大
阪
岳
連
ハ
イ
キ
ン
グ

２
月
１
日
（
日
）

参
加
者
11
名
、
ス
タ
ッ
フ
２
名

霧
氷
バ
ス
を
利
用
し
て
の
高
見
山
、

ほ
～
ん
と
寒
か
っ
た
で
す
。
樹
氷

も
綺
麗
で
し
た
が
、
背
景
が
青
空

で
あ
れ
ば
も
っ
と
素
晴
ら
し
か
っ

た
で
し
ょ
う
。

山
頂
付
近
は
強
風
で
、
ピ
ー
ク
ハ

ン
ト
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

標
高
の
割
に
は
ち
ょ
っ
と
厳
し
い

雪
山
体
験
と
な
り
ま
し
た
が
、
場

数
を
踏
め
ば
素
敵
な
景
色
に
出
会

え
ま
す
。　
　
　
　

（
田
中
昭
男
）

祝！
大
阪
50
山
完
登

大
阪
50
山
シ
リ
ー
ズ
　

　
最
終
回
に
同
行
し
て

大
阪
50
山
完
登
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

１
月
18
日
小
春
日
和
の
中
、
ナ

カ
ニ
シ
ヤ
出
版
か
ら
出
さ
れ
て
い

る
「
大
阪
50
山
」
の
編
集
者
の
一

人
と
し
て
招
待
を
受
け
最
終
の
山

と
し
て
岸
和
田
市
の
神
於
山
に
同

行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

大
阪
50
山
の
選
定
は
１
９
９
８

年
大
阪
府
山
岳
連
盟
50
周
年
記
念

事
業
と
し
て
「
大
阪
50
山
―
大
阪

５
０
之
嶺
峰
」（
非
売
品
・
限
定
版
）

の
発
行
に
対
し
て
始
ま
っ
た
も
の

で
、
編
集
会
議
が
始
ま
っ
た
の
は

１
９
９
４
年
秋
か
ら
、
年
が
明
け

て
１
９
９
５
年
１
月
17
日
、
あ
の

阪
神
淡
路
大
震
災
が
起
こ
っ
た
の

で
す
か
ら
も
う
20
年
を
過
ぎ
て
い

ま
す
。

　

岳
連
ハ
イ
キ
ン
グ
で
大
阪
50
山

シ
リ
ー
ズ
と
し
て
始
ま
っ
た
の

が
、
２
０
０
７
年
２
月
４
日
高
安

山
・
高
尾
山
か
ら
で
す
。
最
終
回

は
２
０
１
５
年
１
月
18
日
で
す
の

で
足
か
け
８
年
か
か
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

大
阪
府
山
岳
連
盟
は
山
岳
会
と

違
っ
て
山
登
り
だ
け
を
こ
な
し

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
時
間
が
掛
か
る
こ
と
も
仕
方

の
な
い
こ
と
で
す
が
、
一
度
も

中
止
に
な
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
た

の
は
立
派
と
い
う
し
か
有
り
ま
せ

ん
。
１
年
平
均
４
回
で
多
い
年
は

２
０
０
９
年
に
７
回
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
大
雨
で

ジ
ュ
ブ
ジ
ュ
ブ
に
な
り
な
が
ら
の

五
月
山
な
ど
も
含
ま
れ
50
山
完
登

さ
れ
た
方
も
１
名
お
ら
れ
ま
し

た
。
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

ス
タ
ッ
プ
の
方
々
本
当
に
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。

　
　
　

大
阪
青
雲
会　

佐
藤
政
明
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一
人
で
登
る
山
も
楽
し
い
で
す

が
、
山
登
り
を
通
じ
て
知
り
合
っ

た
仲
間
と
登
る
山
は
更
に
楽
し
い

も
の
で
す
ね
。
山
で
の
歩
き
方
、

荷
物
の
詰
め
方
な
ど
実
践
で
の
技

術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
や
、
地
図

の
読
み
方
を
始
め
、
山
で
ケ
ガ
を

し
た
時
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る

か
な
ど
知
識
を
深
め
る
こ
と
も
、

一
人
で
行
う
よ
り
仲
間
と
切
磋
琢

磨
す
る
こ
と
の
方
が
楽
し
く
覚
え

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

誰
も
が
手
軽
に
行
え
る
登
山
で

す
が
、
個
人
で
活
動
し
て
い
る
登

山
者
の
た
め
に
、「
仲
間
を
作
る
」

「
山
岳
会
を
紹
介
す
る
」「
山
の
知

識
を
深
め
る
」
な
ど
を
目
的
と
し

た
メ
ン
バ
ー
制
度
が
、
パ
ー
ソ
ナ

ル
メ
ン
バ
ー
制
度
で
す
。

　　

安
全
登
山
の
普
及
と
日
本
山
岳

協
会
・
山
岳
共
済
保
険
の
窓
口
と

し
て
、
一
般
登
山
者
（
山
岳
会
に

未
所
属
の
方
）
を
対
象
に
情
報

サ
ー
ビ
ス
提
供
等
登
山
の
発
展
に

寄
与
す
る
事
を
目
的
と
し
て
平
成

７
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

で
20
年
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
テ
ー
マ
は
「
憧
れ
の
山

に　

楽
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
」で
す
。

毎
月
、
メ
ン
バ
ー
の
方
の
希
望
を

取
り
入
れ
た
次
の
よ
う
な
活
動
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

①
パ
ー
ソ
ナ
ル
委
員
会
で
企
画
し

た
楽
し
い
「
山
歩
き
」

②
憧
れ
の
山
に
必
要
な
技
術
、
岩

登
り
や
ア
イ
ゼ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
「
練
習
会
」

③
安
全
登
山
へ
の
各
種「
講
習
会
」

　　

例
え
ば
「
山
歩
き
」
で
は
、
月

に
１
～
２
回
の
ペ
ー
ス
で
山
行
を

行
っ
て
い
ま
す
。
一
般
山
行
で

は
、
一
人
で
は
な
か
な
か
行
く
こ

と
の
な
い
奥
深
い
山
や
、
夏
は
沢

登
り
、
ま
た
春
夏
秋
冬
の
各
シ
ー

ズ
ン
に
は
１
泊
２
日
の
宿
泊
山
行

を
行
い
、
季
節
に
応
じ
た
憧
れ
の

山
を
楽
し
み
ま
す
。
ま
た
比
較
的

初
心
者
の
方
を
対
象
と
し
た
ビ
ギ

ナ
ー
山
行
で
は
、
関
西
地
方
の

ち
ょ
っ
と
頑
張
れ
ば
登
れ
る
山
を

中
心
に
、
本
格
的
登
山
へ
の
入
門

山
行
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

「
練
習
会
」
は
、
日
本
体
育
協

会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員（
山
岳
）

や
大
阪
府
山
岳
連
盟
公
認
登
山
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
が
講
師
と

な
り
、
春
先
に
は
岩
稜
歩
き
練
習

会
を
、
ま
た
冬
前
に
は
ア
イ
ゼ
ン

ピ
ッ
ケ
ル
練
習
会
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
基
本
知
識
と
基
本
技
術
が
身

に
つ
く
こ
と
を
目
標
に
、
本
番
を

前
に
し
た
合
同
練
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

「
講
習
会
」
で
は
、
遭
難
対
策

委
員
会
主
催
に
よ
る
読
図
講
習
会

や
救
急
法
講
習
（
何
れ
も
１
面
参

照
）、
ま
た
指
導
委
員
会
に
よ
る

冬
山
講
習
会
な
ど
が
用
意
さ
れ
、

参
加
さ
れ
る
際
に
メ
ン
バ
ー
の
割

引
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
格
的
に
山
登
り
を
行
い

た
い
方
に
は
、
大
阪
府
山
岳
連
盟

に
加
盟
し
て
い
る
約
６
０
の
山
岳

会
か
ら
、
皆
さ
ん
の
山
行
ス
タ
イ

ル
や
目
標
、
ま
た
活
動
内
容
に

あ
っ
た
山
岳
会
を
紹
介
す
る
お
手

伝
い
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
に
も
、
登
山
に
関
す

る
こ
と
な
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
で

も
相
談
に
乗
り
、
人
生
を
楽
し
く

過
ご
せ
る
場
と
し
て
活
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

年
会
費
は
３
０
０
０
円
で
す
。
４

月
か
ら
新
年
度
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
こ
れ
を
機
に
パ
ー
ソ
ナ
ル
メ

ン
バ
ー
と
し
て
、
山
登
り
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

　

乗
鞍
登
山
の
当
日
を
迎
え
位
ヶ

原
山
荘
を
出
発
し
ま
し
た
。
雪
の

白
、
空
の
青
、
常
緑
樹
の
緑
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
が
本
当
に
美
し
く
心

を
奪
わ
れ
る
よ
う
で
し
た
。
ア
イ

ゼ
ン
に
履
き
替
え
て
か
ら
の
登
り

は
本
当
に
き
つ
く
、
凍
っ
て
い
る

所
も
あ
り
よ
ほ
ど
し
っ
か
り
踏
み

し
め
な
い
と
滑
り
そ
う
で
恐
怖
を

感
じ
ま
し
た
。
前
の
方
の
ア
イ
ゼ

ン
の
跡
も
わ
か
り
に
く
く
ど
こ
に

足
を
置
い
て
い
い
の
か
立
ち
往
生

し
か
け
て
い
た
私
の
す
ぐ
そ
ば
に

い
つ
の
間
に
か
リ
ー
ダ
ー
が
来
て

下
さ
っ
て
い
て
、
的
確
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
下
さ
り
、
ど
う
に
か
前
に

進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

お
陰
も
あ
り
そ
の
後
に
続
く
剣
ヶ

峰
へ
の
登
り
下
り
は
そ
れ
ほ
ど
難

し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

頂
上
か
ら
の
眺
め
は
本
当
に
絶

景
で
、心
の
底
か
ら「
来
て
よ
か
っ

た
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

『
パ
ー
ソ
ナ
ル
』
に
入
会
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
だ
け
で
は

決
し
て
成
し
遂
げ
え
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
雪
山
を
体
験
で
き
山
の
世

界
が
広
が
り
ま
し
た
。
皆
様
に
感

謝
！
感
謝
！
で
す
。(

Ｍ
・
Ｈ)

パ
ー
ソ
ナ
ル
と
私

　

遥
か
昔
、
高
校
生
だ
っ
た
頃
ワ

ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
に
所
属
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
自
分
の
為

の
時
間
が
取
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
自
然
と
足
は
山
に
向
い
て
い

ま
し
た
。し
か
し
、「
元
ワ
ン
ゲ
ル
」

と
言
っ
て
も
山
の
知
識
や
技
術
と

な
る
と
い
い
加
減
な
も
の
で
す
か

ら
、
も
う
一
度
き
ち
ん
と
学
び
な

お
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
時
に
、

立
山
で
の
冬
山
講
習
会
を
知
り
、

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。　

　

そ
の
行
き
帰
り
の
バ
ス
の
中
に

数
名
の
『
パ
ー
ソ
ナ
ル
』
の
方
が

お
ら
れ
て
、
皆
さ
ん
本
当
に
楽
し

そ
う
に
山
の
話
を
さ
れ
て
い
た
の

が
印
象
的
で
、
私
も
仲
間
に
入
り

た
い
、
技
術
や
知
識
を
高
め
た
い

と
の
思
い
で
、
す
ぐ
に
入
会
手
続

き
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

入
会
後
毎
月
送
っ
て
い
た
だ
く
案

内
を
見
て
、
こ
れ
も
行
き
た
い
、

あ
れ
も
行
き
た
い
と
思
う
も
の
の

な
か
な
か
都
合
が
合
わ
な
く
て
思

う
よ
う
に
参
加
で
き
ず
に
歯
が
ゆ

い
思
い
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

３
月
末
の
乗
鞍
岳
に
は
な
ん
と
し

て
も
行
こ
う
と
決
め
ま
し
た
。
白

く
輝
く
稜
線
を
想
像
す
る
だ
け
で

も
心
が
浮
き
立
っ
て
く
る
よ
う
で

し
た
。
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１
月
19
日
の
説
明
会
、
25
日
の

事
前
練
習
に
続
い
た
本
番
で
は
、

晴
れ
渡
っ
た
青
空
の
も
と
、
雪
上

歩
行
や
緊
急
時
の
対
応
方
法
を
し

っ
か
り
練
習
し
ま
し
た
。

２
月
７
日
～
８
日

場
所　

大
山

参
加
者　

14
名

１
班　

４
名　

講
師（
岩
田　

朴
）

２
班　

４
名　

講
師
（
阿
麻
橘　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

氷
見
）

３
班　

３
名　

講
師
（
森
田
）

４
班　

３
名　

講
師
（
八
木
）

・
内
容　

読
図
、
ワ
カ
ン
・
ア
イ

ゼ
ン
歩
行
、
ラ
ッ
セ
ル
、
滑
落
停

止
、
冬
山
テ
ン
ト
生
活
技
術
、
雪

崩
捜
索
、
ハ
ン
ド
テ
ス
ト
な
ど

１
日
目
、
４
班
に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
目
的
に
応
じ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
冬
山
へ
備
え
、
技
術
の
習
得

を
行
い
ま
し
た
。

２
日
目
は
幕
営
地
近
く
で
積
雪
の

構
造
を
学
び
、
ハ
ン
ド
テ
ス
ト
、

埋
没
体
験
、
埋
没
者
捜
索
な
ど
一

連
の
雪
崩
遭
難
の
対
応
を
体
験
。

２
日
を
通
し
て
充
実
し
た
内
容
と

な
り
ま
し
た
。

（
参
加
者
の
感
想
で
す
一
部
抜
粋
）

　

昨
年
12
月
、
突
然
冬
山
に
行
っ

て
み
た
い
と
思
い
立
ち
、
お
そ
る

お
そ
る
説
明
会
に
参
加
し
た
の
で

す
が
、
会
場
で
は
、
私
た
ち
超
初

心
者
の
質
問
に
も
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
丁
寧
に
受
け
答
え
い
た
だ
き
、

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。「
僕
ら
は

ど
ん
な
人
が
き
て
も
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
準
備
し
て
い
ま

す
」「
こ
ん
な
機
会
に
こ
そ
体
験

し
て
み
て
は
」
と
い
う
言
葉
に
背

中
を
押
さ
れ
、テ
ン
ト
泊
を
選
択
。

結
果
は
大
正
解
で
、
雪
上
で
の
テ

ン
ト
泊
は
断
然
楽
し
く
、
講
師
お

手
製
の
キ
ム
チ
鍋
で
心
身
あ
っ
た

ま
っ
て
熟
睡
で
き
、
思
い
出
に
の

こ
る
一
夜
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
前
講
習
会
で
の
ア
イ
ゼ
ン
歩

 

積
雪
期
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会

行
は
、
わ
か
り
や
す
く
て
本
当
に

役
立
ち
ま
し
た
。
と
く
に
、
下
り

が
苦
手
な
私
に
と
っ
て
「
ま
っ
す

ぐ
普
通
に
歩
い
て
お
い
で
」
と
い

う
ア
ド
バ
イ
ス
が
、
シ
ン
プ
ル
だ

け
ど
非
常
に
有
益
で
。
何
度
も
上

が
っ
た
り
下
り
た
り
し
て
い
る
う

ち
に
、「
怖
が
ら
な
く
て
も
い
い

ん
だ
な
」
と
身
体
が
覚
え
た
感
じ

も
あ
り
、
大
山
で
の
下
り
で
も
、

こ
の
と
き
の
言
葉
が
と
て
も
励
み

に
な
り
ま
し
た
。

　

大
山
で
の
講
習
会
の
一
日
目

は
、
六
合
目
付
近
で
ピ
ッ
ケ
ル
を

使
っ
て
の
滑
落
停
止
を
繰
り
返
し

た
り
、
わ
か
ん
を
使
っ
て
歩
い
て

み
た
り
、
実
際
に
身
体
を
使
っ
て

さ
ま
ざ
ま
体
験
で
き
、
充
実
し
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。
山
頂
ま
で

は
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
満
足

感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

ま
た
二
日
目
の
講
習
（
弱
層
テ

ス
ト
、
埋
没
体
験
な
ど
）
は
、
雪

山
の
厳
し
さ
を
改
め
て
思
い
知
る

も
の
で
、
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も
コ
ツ
コ

ツ
山
を
歩
き
、ま
た
来
年
も
ぜ
ひ
、

参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
岳
連
の
皆

様
、
そ
し
て
度
々
助
け
て
い
た
だ

い
た
同
行
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

冬
山
講
習
会

第 71 回

１
月
31
日
〜
２
月
１
日

・
マ
キ
ノ
高
原
ス
キ
ー
場
一
帯

・
参
加
者　

21
名

　

雪
崩
事
故
に
遭
遇
し
た
ら
、
生

死
を
分
け
る
の
は
い
ち
早
い
発
見

と
適
切
な
救
助
。
雪
山
を
楽
し
ん

で
い
る
方
で
も
、
雪
崩
に
遭
遇
す

る
こ
と
を
予
め
想
定
し
「
ア
バ
ラ

ン
チ
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
（
ビ
ー
コ

ン
）」
を
身
に
つ
け
て
い
る
方
は

少
な
い
よ
う
で
す
が
、
雪
の
性
質

や
雪
崩
が
起
こ
る
仕
組
み
を
知

り
、
雪
崩
に
遭
遇
す
る
リ
ス
ク
に

備
え
て
お
く
の
も
安
全
登
山
の

基
本
で
す
。
こ
の
講
習
会
で
は
、

基
本
コ
ー
ス
、応
用
コ
ー
ス
と
も
、

雪
崩
遭
遇
か
ら
埋
没
者
発
見
、
救

助
、
搬
送
の
流
れ
を
、
そ
れ
ぞ
れ

の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
座
学
と
実
技

を
１
泊
２
日
で
学
び
ま
し
た
。

・
内
容
（
基
本
ク
ラ
ス
）・
ア
バ

ラ
ン
チ
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
、
プ

ロ
ー
ブ
で
の
捜
索
・
埋
没
体
験
・

掘
り
出
し
方
法
、
低
体
温
症
の
予

防
、
処
置
・
梱
包
、
搬
送
・
ス
ノ
ー

マ
ウ
ン
ト
の
作
製
な
ど
（
応
用

ク
ラ
ス
）・
事
故
発
生
か
ら
捜
索
、

掘
り
出
し
、
搬
送
、
ア
ン
カ
ー
設

置
、
搬
送
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

初
日
の
午
前
、
午
後
は
各
コ
ー

ス
別
に
一
つ
ひ
と
つ
の
動
作
を
学

習
。
な
か
な
か
一
般
登
山
者
が
普

段
持
つ
機
会
の
少
な
い
雪
崩
捜
索

三
種
の
神
器
「
ア
バ
ラ
ン
チ
ト
ラ

ン
シ
ー
バ
ー
（
ビ
ー
コ
ン
）、
プ

ロ
ー
ブ
（
ゾ
ン
デ
棒
）、
ス
コ
ッ

プ
」
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
使
用
法

の
学
習
を
中
心
に
、
雪
崩
事
故
な

ど
に
よ
っ
て
雪
に
埋
没
し
た
人
の

位
置
を
特
定
し
、
発
見
し
た
埋
没

者
を
雪
か
ら
掘
出
し
救
助
す
る
ま

で
の
方
法
を
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。
そ
の

際
、
雪
崩
に
巻
き
込
ま
れ
た
時
の

状
態
を
、
身
を
持
っ
て
知
っ
て
も

ら
う
埋
没
体
験
で
は
、
呼
吸
が
で

き
る
空
間
と
無
線
連
絡
が
で
き
る

よ
う
に
安
全
性
を
よ
く
確
保
し
た

上
で
３
名
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
ま

し
た
。
体
験
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に

「
視
界
は
真
っ
暗
、
体
が
押
し
つ

ぶ
さ
れ
そ
う
な
ぐ
ら
い
雪
が
重
く

伸
し
か
か
り
、
も
が
こ
う
と
思
っ

て
も
身
動
き
ひ
と
つ
で
き
ず
、
冷

た
く
と
て
も
苦
し
い
中
で
不
安
が

募
り
ま
し
た
。」
と
、
震
え
な
が

ら
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
ビ
バ
ー
グ
の
際
に
役
に
立
つ

ス
ノ
ー
マ
ウ
ン
ト
作
り
も
体
験

し
、
雪
が
少
量
で
も
ス
コ
ッ
プ
や

ツ
エ
ル
ト
な
ど
の
シ
ー
ト
が
あ
れ

ば
、比
較
的
短
時
間
に
簡
単
に「
か

ま
く
ら
」
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

を
実
感
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
夜

は
全
員
で
座
学
を
通
し
て
理
論
の

学
習
と
、
掘
出
し
た
埋
没
者
を
安

全
に
搬
送
で
き
る
よ
う
シ
ー
ト
担

架
の
作
製
を
中
心
に
練
習
。
ま
た

二
日
目
に
雪
崩
に
遭
遇
し
た
パ
ー

テ
ィ
を
救
出
す
る
と
い
う
想
定
で

捜
索
活
動
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、講
習
を
総
括
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、「
今

ま
で
は
雪
崩
に
遭
遇
す
る
な
ど
関

係
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た

が
、
こ
の
講
習
会
を
通
じ
て
備
え

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。」
と
講
習
会
の
意
義
深
さ
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。
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４
月
12   
日(

日)

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ト
レ
イ
ル
コ
ー

ス
の
う
ち
の
二
上
山
か
ら
天
見
駅

ま
で
の
縦
走
に
、
登
山
と
ト
レ
イ

ル
ラ
ン
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
あ
な
た

の
体
力
・
脚
力
・
技
術
に
応
じ
て

初
級
、
中
級
、
上
級
を
認
定
。

◇
コ
ー
ス

ス
タ
ー
ト　

葛
城
市
「
ゆ
う
あ
い

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ふ
れ
あ
い
広
場
」

⇩
二
上
山(

岩
間
峠)

⇩
葛
城
山
（
初
級
ゴ
ー
ル
）

⇩
金
剛
山(

中
級
ゴ
ー
ル)

⇩
南
海
天
見
駅(

上
級
ゴ
ー
ル)

◇
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
踏
破
認
定
証

　
登
山
の
部
は
当
日
受
付
可

　

花
水
木
（
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
）
は
ア

メ
リ
カ
の
東
部
海
岸
か
ら
メ
キ
シ

コ
に
か
け
て
分
布
す
る
落
葉
高
木

で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ポ
ト
マ
ッ
ク

河
畔
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
返
礼
と
し
て
日
本
に
も
た

ら
さ
れ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
▼

桜
が
ア
メ
リ
カ
で
良
く
育
っ
て
い

る
の
と
同
様
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
も
日

本
の
気
候
に
合
っ
て
い
る
よ
う
だ

▼
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
名
は
、
ミ
ズ
キ

の
仲
間
で
花
が
目
立
つ
こ
と
に
由

来
す
る
▼
別
名
ア
メ
リ
カ
ヤ
マ
ボ

ウ
シ
の
名
は
、
日
本
の
近
縁
種
の

ヤ
マ
ボ
ウ
シ
に
似
て
い
る
こ
と
に

よ
る
▼
山
法
師
（
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
）

は
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
と
同
じ
ミ
ズ
キ
科

の
仲
間
で
、
本
州
か
ら
九
州
の
山

地
に
生
え
て
い
る
▼
「
山
法
師
」

の
名
前
は
、
中
央
の
丸
い
花
穂
を

坊
主
頭
に
、
４
枚
の
白
い
花
び
ら

を　

白
い
頭
巾
に
見
立
て
、
比
叡

お
問
合
せ
大
阪
府
山
岳
連
盟
事
務
局

０
６-
６
９
７
３-

３
６
７
５

yam
aosaka@

hera.eonet.ne.jp

詳
細
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
申
し
込
み
は

 http://sangaku-osaka.com

 
4
〜
6
月
の
ご
案
内 

2015

編集後記

チ
ャ
レ
ン
ジ
登
山
大
会

第41回 チ
ャ
レ
ン
ジ
ダ
イ
ト
レ！

１
７
９
回
大
阪
岳
連
ハ
イ
キ
ン
グ

４
月
18
日
（
土
）

吉
野
山　
お
花
見
ハ
イ
ク

蜻
蛉
の
滝
か
ら
吉
野
山
最
高
峰
・

青
根
ヶ
峰
〜
奥
千
本
、
上
千
本
、

中
千
本
〜
吉
野
駅

１
８
０
回
大
阪
岳
連
ハ
イ
キ
ン
グ

５
月
９
日
（
土
）

鈴
鹿

藤
原
岳
～
御
池
岳

１
８
１
回
大
阪
岳
連
ハ
イ
キ
ン
グ

６
月
21
日
（
日
）

金
剛
山　
石
ブ
テ
東
谷

４
月
29
日(

日
）  

　

 

鈴
鹿
山
・
竜
ヶ
岳

５
月
24
日(

日
）  

　

岩
稜
歩
き
練
習
会
Ⅰ（
蓬
莱
峡
）    

６
月
28
日(

日
） 

   

岩
稜
歩
き
練
習
会
Ⅱ

７
月
24(

金)

夜
～-

26
日(

日
）    

　
戸
隠
山
・
高
妻
山

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
技

術
・
競
技
力
の
向
上
と
、
さ
ら
な

る
普
及
・
発
展
を
目
的
に
第
11
回

ほ
し
だ
カ
ッ
プ
」
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

５
月
24
日　

日
曜
日

会
場  

大
阪
府
交
野
市
ほ
し
だ
園

　

地
内
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル

種
目  

リ
ー
ド
競
技

種
別  

①
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス

　
　

  

②
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス

　
　

  

③
ビ
ギ
ナ
ー
ク
ラ
ス

 

今
回
の
「
ほ
し
だ
カ
ッ
プ

２
０
１
５
」
は
、
平
成
27
年
度
大

阪
府
民
体
育
大
会
（
第
70
回 

紀

の
国
わ
か
や
ま
国
体
）
と
（
公
社
）

日
本
山
岳
協
会

が
主
催
す
る
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
競

技
会
等
に
大
阪

府
代
表
選
手
を

選
考
す
る
予
選

会
を
兼
ね
て
い

ま
す
。

参
加
応
援
お
待

ち
致
し
ま
す
。

山
延
暦
寺
の
「
山
法
師
」
に
な
ぞ

ら
え
た
▼
箱
根
は
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
の

日
本
一
の
名
所
と
い
わ
れ
、
６
月

中
旬
に
白
い
花
が
群
れ
て
咲
き
、

「
か
な
が
わ
の
花
の
名
所
１
０
０

選
」
に
も
選
ば
れ
、
芦
ノ
湖
東
岸

中
央
部
か
ら
見
る
三
国
山
の
ヤ
マ

ボ
ウ
シ
が
特
に
美
し
い
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
に
人
気

を
奪
わ
れ
、
隠
れ
た
存
在
で
あ
る

の
は
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
花
よ
り
艶
や

か
さ
が
劣
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
水
久
夫
）

ほ
し
だ
カ
ッ
プ

〈
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
〉

 

大
阪
府
山
岳
連
盟

 

平
成

 26
年 

年
次
総
会

◆
５
月
18
日(

月)

19
時
〜

◆
東
成
区
民
セ
ン
タ
ー

　
大
阪
市
東
成
区
大
今
里
西
３
丁

　
目
２
番
17
号

ビ
ギ
ナ
ー
チ
ー
ム
山
行

４
月
26
日

　
京
都
北
山
　
天
ヶ
岳

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
尾
根
～
天
ヶ
岳
～
鞍

馬５
月
17
日

　
比
良(

大
津
ワ
ン
ゲ
ル
道)　

イ
ン
谷
口
～
釈
迦
岳
ヤ
ケ
オ
山
～

涼
峠
～
北
小
松

６
月
14
日

　
鈴
鹿　
御
在
所
岳　
湯
の
山
～

中
道
～
御
在
所
岳
～
市
の
谷
新
道

７
月
12
日

　
高
島
ト
レ
ー
ル　
大
谷
山　
マ

キ
ノ
ｐ
Ｌ
～
石
庭
～
大
谷
山
～
寒

風
山
～
マ
キ
ノ
ｐ
Ｌ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
コ
ン
ペ

４
月
29
日(

水)

金
剛
山
み
ど
り
の
募
金
活
動

金
剛
山
登
山
道

自
然
保
護
委
員
会

ほ
し
だ
園
地
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル

施
設
利
用
講
習
会
＆
体
験
講
習
会

５
月
10
日(

日
）

施
設
利
用
更
新
講
習
会

５
月
11
日
（
月
）

　

編
集
作
業
、
現
在
は
パ

ソ
コ
ン
の
編
集
ソ
フ
ト
が

充
実
し
て
、
随
分
楽
に

な
っ
た
。
そ
れ
で
も
最
終

段
階
の
校
正
で
は
ミ
ス
が

許
さ
れ
な
い
の
で
、
何
度
も
読
み

返
し
、
修
正
を
か
け
る
こ
と
に
な

る
。
Ｈ
Ｐ
の
場
合
は
す
ぐ
に
訂
正

出
来
る
が
山
岳
大
阪
は
そ
う
は
い

か
な
い
。
頑
張
り
ま
し
た
が
、
は

て
ま
だ
チ
エ
ッ
ク
漏
れ
て
る
と
こ

ろ
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
漏
れ
が

あ
り
ま
し
た
ら
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
新
規
催
行
を
メ
イ
ン
に

し
ま
し
た
。
春
で
す
、
新
期
に
な

り
ま
す
。
新
し
い
山
へ
。
春
ら
し

い
明
る
い
紙
面
に
な
っ
た
で
し
ょ

う
か
。　
　
　
　
　
　
（
豪
之
宮
）


